
3. 合同の証明と長さ・求積などの複合問題 【2004年度出題】 

 

【問 1】 

図において，四角形ＡＢＣＤは平行四辺形であり，ＢＤ＝ＣＤ＝9cmであ

る。線分ＢＤ，ＣＤの中点をそれぞれＥ，Ｆとし，線分ＥＦをＦ側に延長した線

上に，四角形ＥＢＣＧが平行四辺形になるように点Ｇをとり，ＢＧとＣＤとの交

点をＨとする。あとの問いに答えなさい。     

（山形県 2004年度） 

1 △ＦＧＨと△ＣＢＨは相似である。△ＦＧＨと△ＣＢＨの相似比を求めな

さい。 

2 ＦＨの長さを求めなさい。 

3 この図において，∠ＢＨＤ＝90°であるとき，ＢＨの長さを求めなさい。 

4 △ＡＤＦと△ＢＣＧが合同であることを証明したい。次の証明を完成させなさい。 

＜証明＞ 

△ＡＤＦと△ＢＣＧにおいて 

仮定より，ＤＦ＝ＦＣ＝ＤＥ＝ＥＢ 

平行四辺形ＥＢＣＧの対辺はそれぞれ等しいので 

ＥＢ＝ＣＧ 

したがって，ＤＦ＝ＣＧ …① 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

1 ： 

2 cm 

3 cm 

4 

＜証明＞ 

△ADF と△BCGにおいて， 

仮定より，DF＝FC＝DE＝EB 

平行四辺形 EBCGの対辺はそれぞれ等しいので， 

EB＝CG 

したがって，DF＝CG …① 

 

 

 



解答 

１ 1：2 

２ 1.5cm 

３ 53 cm 

４  

＜証明＞ 

△ADF と△BCGにおいて 

仮定より DF＝FC＝DE＝EB 

平行四辺形 EBCGの対辺はそれぞれ等しいので 

EB＝CG 

したがって DF＝CG …① 

平行四辺形 ABCDの対辺はそれぞれ等しいので 

AD＝BC …② 

AD∥BCで，錯角が等しいから 

∠BDA＝∠DBC 

二等辺三角形 DBCの底角は等しいので 

∠DBC＝∠DCB 

したがって∠BDA＝∠DCB …③ 

BD∥CGで，錯角が等しいので 

∠BDC＝∠GCD …④ 

③，④より∠BDA＋∠BDC＝∠DCB＋∠GCDだから 

∠ADF＝∠BCG …⑤ 

①，②，⑤より 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ADF≡△BCG 

解説 

１  

△DEF≡△CGF より，EF＝GF EF＝
2

1
BC より，GF＝

2

1
BC  

よって，△FGH と△CBHの相似比は，
2

1
：1＝1：2 

２  

FH＝
3

1
FC＝

3

1
×

2

1
DC＝

3

1
×

2

9
＝

2

3
＝1.5cm 

３  

DH＝DF＋FH＝4.5＋1.5＝6 

また DB＝9 より 

直角三角形 DBHにおいて 

BH＝ 22 69 － ＝ 45 ＝ 53 cm 

 



【問 2】 

図のように，正三角形ＡＢＣの三つの頂点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円Ｏがあり，円Ｏの

弧ＢＣ上の点Ｅを中心として点Ｂを通る円がある。点Ｅを中心とする円と線分ＡＥと

の交点をＤとし，点Ｃと点Ｅを結んだ。 

次の太郎さんと花子さんの会話文を読んで，後の(1)，(2)の問いに答えなさい。   

（群馬県 2004年度） 

太郎：点Ｂと点Ｅ，点Ｂと点Ｄを結んでみると，△ＢＥＤは正三角形

に見えるけれど本当かな。 

花子：確かめてみましょう。 

太郎：円周角の定理から，∠ＡＣＢ＝∠ ア が成り立つね。 

△ＡＢＣは正三角形だから，∠ ア ＝60 だ゚よ。 

花子：点Ｅは円の中心なので，ＥＢ＝ イ となるのね。 

太郎：だから，△ＢＥＤは正三角形になるというわけだね。 

(1) ア ， イ に適する記号をそれぞれ入れなさい。 

(2) △ＢＥＤが正三角形であることを用いて，△ＡＢＤと△ＣＢＥが合同になることを証明しなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

ア  

イ  

(2) 

（証明） 

 

 

 



解答 

(1)  
ア ∠AEB      イ ED 

(2)  
（証明） 
△ABD と△CBEにおいて  

△ABCは正三角形より 

AB＝CB…① 

円周角の定理により 

∠BAD＝∠BCE…② 

また 

∠ABD＝∠ABC－∠DBC＝60°－∠DBC…③ 

∠CBE＝∠DBE－∠DBC＝60°－∠DBC…④ 

③，④より 

∠ABD＝∠CBE…⑤ 

①，②，⑤より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△ABD≡△CBE 

 



【問 3】 

右の図のように，正三角形 ABC の辺を除く内部に点 P をとって△

PBC をつくり，△PBC の辺 PB，PC をそれぞれ 1 辺とする正三角形

QBP，正三角形RPCを，△PBCの外部につくります。このとき，△PBC

と△QBAが合同であることが証明されれば，四角形AQPRが平行四辺

形であることは，次のように証明できます。 

△PBC≡△QBA  …(※) 

よって，PC＝QA 

△RPCは正三角形だから，PC＝PR 

したがって，QA＝PR …(ア) 

また，（※）を証明するのと同じようにして△PBC≡△RAC 

よって，PB＝RA 

△QBPは正三角形だから，PB＝PQ 

したがって，RA＝PQ …(イ) 

(ア)と(イ)から，2組の向かいあう辺がそれぞれ等しいので，四角形 AQPRは平行四辺形である。 

このとき，次の各問に答えなさい。   

（埼玉県 2004年度） 

(1) △PBC と△QBAが合同であることを証明しなさい。 

(2) △PBCに条件をつけ加えると，四角形 AQPRは平行四辺形の特別な形になるときがあります。そのときの四

角形の名称を一つ答え，その四角形となるために，△PBCにつけ加える条件を答えなさい。 

 

 

 

四角形 AQPR が平行四辺形であることの証明 



解答欄 

 

(1) 

（証明） 

(2) 

四角形の名称  

つけ加える条件  

 

 

解答 

(1)  

（証明） 

△PBC と△QBAにおいて 

△ABCが正三角形だから 

BC＝BA
 ① 

∠ABC＝60° ② 

△QBPが正三角形だから 

BP＝BQ
 ③ 

∠QBP＝60° ④ 

②より，∠PBC＝∠ABC－∠ABP＝60°－∠ABP 

④より，∠QBA＝∠QBP－∠ABP＝60°－∠ABP 

∠ABPは共通だから 

∠PBC＝∠QBA
 ⑤ 

①，③，⑤から 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△PBC≡△QBA 

(2)  

（四角形の名称） （例）ひし形   

（つけ加える条件） PB＝PC 

 



【問 4】 

右の図のように，円Oの周上に 4点A，B，C，D を，四角

形ABCDがAD//BCとなるようにとる。また，線分BCの延

長上に点 E を，AC//DE となるようにとる。線分 AC と線分

BD との交点を F とするとき，次の問いに答えなさい。   

（神奈川県 2004年度） 

(ア) 三角形ABDと三角形CDEが合同であることを次の

ように証明した，空欄にあてはまるものとして最も適するものを， （あ） ～ （う） には【A 群】から，

(a) ～ (c) には【B群】から，それぞれ 1つずつ選び，その番号を書きなさい。 

[証明] 

△ABD と△CDEにおいて， 

まず，2組の向かい合う辺がそれぞれ平行なので， 

四角形 ACEDは平行四辺形である。 

平行四辺形の向かい合う辺は等しいから， 

(a)   …① 

次に， （あ） から， 

∠ADB＝∠ACB  …② 

また，AC//DE より 

（い） から， 

∠ACB＝∠DEC …③ 

②，③より，∠ADB＝∠DEC …④ 

さらに，AD//BC より平行線の錯角は等しいから， 

(b)  …⑤ 

④，⑤より，∠DBC＝∠DEC …⑥ 

よって，⑥より△DBEは二等辺三角形となるので， 

(c)  …⑦ 

①，④，⑦より， （う） から， 

△ABD≡△CDE 

 

 

 

 

 



【A群】 

 
 

【B群】 

 

(イ) BC＝3 cm，CE＝5 cm，CE＝DEのとき，線分 AFの長さを求めなさい。 

解答欄 

 

(ｱ) (a)  (あ)  (い)  (b)  (c)  (う)  

(ｲ) cm 

 

 

解答 

(ｱ)  

(a) 3  (あ) 3  (い) 2  (b) 6  (c) 4  (う) 6 

(ｲ) 
8

25
 cm 

解説 

(ｲ)  

CE＝DE＝AC＝5 

△AFD と△CFBにおいて 

AD∥BC より∠FAD＝∠FCB，∠FDA＝∠FBC 

2組の角がそれぞれ等しいから△AFD∽△CFB 

よって AF：FC＝AD：BC＝5：3 

AF＝5×
35

5

＋
＝

8

25
cm 

 

1．AB＝DC 

2．AC＝BD 

3．AD＝CE 

4．BD＝DE 

5．∠ABD＝∠ACD 

6．∠ADB＝∠DBC 

7．∠BAC＝∠BDC 

1．平行線の錯角は等しい 

2．平行線の同位角は等しい 

3．弧⌒ABに対する円周角は等しい 

4．弧⌒BCに対する円周角は等しい 

5．3辺がそれぞれ等しい 

6．2辺とその間の角がそれぞれ等しい 

7．1辺とその両
りょう

端
たん

の角がそれぞれ等しい 



【問 5】 

図のように，△ABCの 2辺 AB，ACをそれぞれ 1

辺とする正方形 ADEB，ACFGを△ABC の外側につ

くる。このとき，△ABG≡△ADC であることを証明しな

さい。ただし，∠BACは 90°より小さいものとする。   

（新潟県 2004年度） 

 

 

解答欄 

 

〔証明〕 

 

 

解答 

〔証明〕 

△ABG と△ADCにおいて 

仮定より 

AB＝AD…ア  

AG＝AC…イ 

∠BAG＝90°＋∠BAC＝∠DAC…ウ   

ア，イ，ウより 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ABG≡△ADC 

 



【問 6】 

あいさんは，次の【図形の問題】を証明するために，お兄さんに相談しました。下の【2 人の会話】は，そのときの内容

の一部を示したものです。このとき，あとの各問いに答えなさい。   

（三重県 2004年度） 

【図形の問題】 

次の図のように，正方形 ABCD と辺 AB を直径とする円 O がある。円 O の弧 AB のうち，正方形

ABCD の外側にある弧の上に点 E をとり，∠AEB の二等分線と，辺 AB，円 O，辺 CD との交点をそ

れぞれ F，G，H とする。 

また，点 Gから頂点 B，Dへそれぞれ線分 GB，GDをひく。 

このとき，△GBF≡△GDHを証明しなさい。 

 

【2人の会話】 

（あいさん） △GBF と△GDHでは，∠BGF と∠DGHが対頂角だから等しいよね。 

（お兄さん） 対頂角は，2直線が交わってできる角だよ。問題には，｢点 Gから頂点 B，Dへそれぞれ

線分 GB，GD をひく｣とあるから，3 点 B，G，D が一直線上に並んでいると決めつけ

ていいのかな。 

（あいさん） でも，問題の図では，3点 B，G，Dが一直線上に並んでいるように見えるよ。 

（お兄さん） そう見えるけれど，本当に一直線上に並んでいるかどうか分からないから，まず 3 点 B，

G，Dが一直線上に並んでいることを証明する必要があるよ。 

（あいさん） ∠BGD＝  (ア)  °を証明するのかな。でも，どうすればいいの。 

（お兄さん） 2つの合同な三角形ができるように，補助線を 1本ひいてごらん。それらの三角形の角を

使った等式を考えるといいよ。 

（あいさん） それじゃ，     (イ)     ＝  (ア)  °という等式が成り立つことを証明すればいいの。 

（お兄さん） そうだね，それで 3 点 B，G，Dが一直線上に並んでいることがいえるね。そのことを使え

ば，△GBF≡△GDHが証明できるよ。 

 

 

 

(※) 



(1) 【2人の会話】を参考にして，次の各問いに答えなさい。 

①  (ア)  にあてはまる値を書きなさい。 

②     (イ)     にあてはまる式を書きなさい。 

③ 次の〈証明〉は，【2 人の会話】をもとにして，あいさんが△GBF≡△GDH を証明したものです。次の  

《Ⅰ》  と  《Ⅱ》  に適切なことがらを書き入れて〈証明〉を完成しなさい。 

ただし， 《Ⅰ》  には，【2人の会話】の中にある下線部(※)の等式の証明を書き入れなさい。 

〈証明〉 

 

《Ⅰ》 

このことより，3点 B，G，Dは一直線上に並んでいる。 

△GBF と△GDHにおいて， 

《Ⅱ》 

よって，△GBF≡△GDH 

(2) 【図形の問題】において，AB＝10cm，AE＝6cm のとき，線分 EF と線分 FG の長さの比を，最も簡単な整数

の比で表しなさい。 

 

 



解答欄 

 

(1) 

① (ｱ)  

② (ｲ)  

③ 

≪Ⅰ≫ 

 

≪Ⅱ≫ 

 

(2) EF：FG＝     ： 

 

 

 



解答 

(1)  

① (ｱ) 180 

② (ｲ)（解答例）∠AGB＋∠AGD 

③ ≪Ⅰ≫  

△AGB と△AGDにおいて 

AG＝AG（共通）…①      

AB＝AD（正方形の一辺）…② 

∠BAG＝∠BEG＝45°（⌒BGの円周角） 

∠DAG＝∠DAB－∠BAG＝45° 

よって，∠BAG＝∠DAG …③ 

以上，①，②，③より 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

△AGB≡△AGD …④ 

また，ABが直径より，∠AGB＝90° 

④より，∠AGD＝∠AGB＝90° 

よって，∠AGB＋∠AGD＝180° 

≪Ⅱ≫  

BG＝DG …○あ  

∠BGF＝∠DGH（対頂角）…○い  

AB∥DC より，∠FBG＝∠HDG（錯角）…○う  

以上，○あ ，○い，○う より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しい。 

(2)  

EF：FG＝24：25 

解説 

(2)  

△ABEにおいて三平方の定理より BE2＝102－62＝100－36＝64 BE＝8cm 

また△ABGは直角二等辺三角形だから，AG＝BG＝ 25 cm 

ここで△EBF∽△AGF より EF：AF＝EB：AG＝8： 25  

よって EF＝
25

8
AF＝

5

24
AF 

また△AEF∽△GBF より 

AF：GF＝AE：GB＝6： 25  

よって FG＝
6

25
AF 

したがって EF：FG＝
5

24
AF：

6

25
AF＝24：25 

 



【問 7】 

右の図の２直線 ，mは平行で，その間隔は６cmである。四角形ＡＢＣ

Ｄは，ＡＢ＝６cm，ＡＤ＝12cmの長方形であり，頂点Ａは直線m上にあ

って，辺ＢＣは２直線 ，m と交わっている。辺ＢＣと直線 ，m との交点を

それぞれＰ，Ｑ，辺ＡＤと直線 との交点をＲとする。また，点Ｐから直線m

にひいた垂線と直線m との交点をＳとする。各問いに答えよ。   

（奈良県 2004年度） 

(1) ∠ＤＲＰ＋∠ＱＡＢの大きさを求めよ。 

(2) ＡＱ＝a cm として，四角形ＡＱＰＲの面積を aを用いて表せ。 

(3) △ＡＢＱ≡△ＰＳＱであることを証明せよ。 

(4) ＣＰ＝２cmのとき，線分ＢＱの長さを求めよ。 

 

 

解答欄 

 

(1) 度 

(2) cm2 

(3) 

〔証明〕 

(4) cm 

 

 

 



解答 

(1) 90度   

(2) 6a cm2 

(3)  

〔証明〕 

△ABQ と△PSQにおいて 

仮定から 

AB＝PS＝6cm …① 

∠ABQ＝∠PSQ＝90° …② 

対頂角は等しいから 

∠AQB＝∠PQS …③ 

三角形の内角の和は 180°であり②，③が成り立つから 

∠BAQ＝∠SPQ…④ 

①，②，④より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいから 

△ABQ≡△PSQ 

(4) 
5

16
cm 

解説 

(1)  

∥m より，∠DRP＝∠DAQである。∠DRP＋∠QAB＝∠DAQ＋∠QAB＝90° 

(4)  

(3)より，AQ＝PQである。 

AQ＝PQ＝a cm，BQ＝x cm とすると 

BC＝12cm より，x＋a＋2＝12…①  

また，△ABQは，∠ABQ＝90°の直角三角形であり 

三平方の定理が成り立つから a2＝x2＋62…② 

①，②を連立方程式として解く。 

x＋a＋2＝12…① 

a2＝x2＋62…② 

①より，a＝10－x…①′ 

①′を②に代入すると(10－x)2＝x2＋62 

100－20x＋x2＝x2＋36 

－20x＝－64 

x＝
20

64
＝

5

16
 cm 

 



【問 8】 

右の図のように，点 A から円 O に 2 つの接線をひき，そのときの

接点を B，C とする。また，直線 AO と円との交点をそれぞれ P，Q

とする。 

このとき，次の〔問 1〕～〔問 3〕に答えなさい。   

（和歌山県 2004年度） 

〔問 1〕 △AOB と△AOCが合同であることを証明しなさい。 

〔問 2〕 ∠BAC＝a°のとき，∠BQCの大きさを aの式で表しなさい。 

〔問 3〕 AP＝8cm，AB＝12cmのとき，円 Oの半径を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

〔問１〕 

（証明） 

〔問２〕 度 

〔問３〕 cm 

 

 

 



解答 

〔問１〕  

（証明） 

△AOB と△AOCで 

AO＝AO（共通）…①  

OB＝OC（半径）…② 

直線 AB，ACは円 Oの接線だから 

∠ABO＝∠ACO＝90°…③ 

①，②，③から 

直角三角形において斜辺と他の 1辺がそれぞれ等しいので 

△AOB≡△AOC 

〔問２〕 90－
2

a
度  

〔問３〕 5cm 

解説 

〔問２〕  

∠ABO＝∠ACO＝90° 

また，四角形の内角の和は 360°だから 

∠BOC＝360°－(∠BAC＋∠ABO＋∠ACO) 

＝360°－(a°＋90°＋90°) 

＝180°－a° 

∠BQC＝
2

1
∠BOC＝

2

1
(180°－a°)＝90－

2

a
度 

〔問３〕  

円 Oの半径を x cm とおくと，△AOBで三平方の定理より 

OA2＝AB2＋OB2 

(x＋8)2＝122＋x2 

x2＋16x＋64＝144＋x2 

よって x＝5cm 

 



【問 9】 

図 1のように，平行四辺形ABCDの辺AB上にBC＝EC となる

点Eをとり，対角線ACと線分 EDの交点を F とする。次の問 1，

問 2に答えなさい。   

（島根県 2004年度） 

問 1 △ABC≡△DCEであることを証明しなさい。 

問 2 図 2のように，点Aから辺BCに垂線AHをひいたところ，

AH＝12cm，BH＝5cm，HC＝
2

3
cm であった。また，点

Cから辺 ABに垂線 CMをひいた。次の 1～5に答えなさ

い。 

1．解答用紙の図において，点 A を通り直線 BC に垂直な直

線を作図しなさい。作図で用いた線は消さないこと。 

2．△ABCの面積を求めなさい。 

3．辺 ABの長さを求めなさい。 

4．線分 BMの長さを求めなさい。 

5．△ECFの面積を求めなさい。 

 

 

 

 



解答欄 

 

問１ 

証明 

問２ 

1 
 

2 cm2 

3 cm 

4 cm 

5 cm2 

 

 

 



解答 

問１  

（証明）  

△ABC と△DCEにおいて 

AB＝DC （平行四辺形の向かい合う辺） …① 

BC＝CE （仮定） …② 

△BCEは二等辺三角形より 

∠CBA＝∠CEB 

AB∥DC より 

∠CEB＝∠ECD   

よって∠CBA＝∠ECD…③ 

①，②，③より 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ABC≡△DCE 

問２  

1. 

 
2. 39 cm2   

3. 13 cm   

4. 
2

5
cm   

5. 
7

104
cm2 

 



解説 

問 2  
2.  

△ABC＝ 3
5

2

 
+ 

 

×12×
2

1
＝39cm2  

3.  

AB＝ 22 512 ＋ ＝13cm 

4.  

AC＝ 2

2

12
2

3
＋








＝

2

653
cm 

BM＝x cm とおく。 AM＝13－x 

2

2

13








－x2＝

2

2

653














－(13－x)2 

4

169
－x2＝

4

585
－169＋26x－x2 

26x＝65 x＝
2

5
cm 

5.  

AE＝13－5＝8 

MC＝
22

2

5

2

3
5 
















－＋ ＝6 

△EBC＝5×6×
2

1
＝15 

△AEF＝8×6×
813

8

＋
×

2

1
＝

7

64
 

△ECF＝△ABC－△AEF－△EBC 

＝39－
7

64
－15＝

7

104
cm2 

 



【問 10】 

図 1 のように，ＡＥ＝ＡＤ，ＡＢ＝2ＡＥの直方体ＡＢＣＤ－Ｅ

ＦＧＨがあり，面ＡＥＦＢ上に辺ＥＦを直径とする半円をかき，こ

の半円と辺ＡＢとの接点をＴとする。点Ｐを線分ＡＴの両端を

のぞいた部分にとり，点Ｐと点Ｄ，点Ｐと点Ｅをそれぞれ結び，

線分ＥＰと弧⌒ＥＴとの交点のうち，点Ｅと異なる点をＱとする。ま

た，点Ｆと点Ｑを結ぶ。 

このとき，次の①，②では指示に従って答え，③では

 に適当な数を書き入れなさい。 

（岡山県 2004年度） 

① △ＡＥＰ≡△ＡＤＰとなることを，次のように証明した。 に適当な記号またはことばを書き入れなさい。 

［証明］ 

△ＡＥＰと△ＡＤＰにおいて，四角形ＡＥＦＢと四角形ＡＢＣＤは長方形であるから， 

∠ＥＡＰ＝∠ (ア)  … (1) 

仮定より，ＡＥ＝ＡＤ … (2) 

ＡＰは共通 … (3) 

(1)，(2)，(3)より， (イ) がそれぞれ等しいから， 

△ＡＥＰ≡△ＡＤＰ 

② △ＱＦＥ∽△ＡＤＰを証明しなさい。 

③ 図 2は，さらに，点Ｔと点Ｄ，点Ｔと点Ｆ，点Ｔと点Ｑ，点Ｔと点Ｈ，点Ｐと点Ｈをそれぞれ結んだものである。 

ＥＦ＝2 cm とし，ＥＱ＝1 cm であるとき，ＦＱ＝ (ア) cm，∠ＴＦＱ＝ (イ) °であり，弧⌒ＱＴと弦ＱＴで囲

まれた部分の面積は (ウ) cm2である。 

また，三角錐ＨＤＰＴの体積は (エ) cm3である。 

 

 

 

 

 



解答欄 

 

① (ｱ)  

 (ｲ)  

② 

（証明） 

③ 

(ｱ) cm 

(ｲ) ° 

(ｳ) cm2 

(ｴ) cm3 

 

 

 



解答 

①  

(ｱ) DAP   

(ｲ) 2辺とその間の角 

②  

（証明） 

△QFE と△ADPにおいて 

辺 EFが半円の直径で，点 Qが弧⌒ET上にあるから 

∠EQF＝90° 

また，四角形 ABCDは長方形だから∠PAD＝90°  

よって，∠EQF＝∠PAD…(1) 

次に，AB∥EFで錯角は等しいから 

∠FEQ＝∠EPA…(2) 

①より△AEP≡△ADPであるから 

∠EPA＝∠DPA…(3) 

(2)，(3)より 

∠FEQ＝∠DPA…(4) 

(1)，(4)より 

2組の角がそれぞれ等しいから 

△QFE∽△ADP 

③  

(ｱ) 3 cm   

(ｲ) 15 °   

(ｳ) 
12


－

4

1
 cm2    

(ｴ) 
6

1
－

18

3
 cm3 

解説 

③  

(ｱ)  

△QFEは直角三角形で，FQ2＋EQ2＝EF2が成り立つ。FQ＝ 22 12 － ＝ 3 cm 

(ｲ)  

辺 EFの中点を O とすると△TOFは OT＝OFの直角二等辺三角形であるから 

∠TFO＝45°となる。△QFEは，EF：EQ＝2：1の直角三角形なので∠QFE＝30°である。 

したがって∠TFQ＝45°－30°＝15°となる。 

(ｳ)  

∠TFQ＝15°より，∠TOQ＝30°となる。 

よって求める部分の面積は中心角が 30°のおうぎ形 OQTから，△OQTの面積をひいたものである。 

おうぎ形 OQTの面積＝12×π×
360

30
＝

12


cm  点 Qから，OTへ垂線 QSをひくと 

OQ：QS＝2：1であるから QS＝
2

1
cm 

よって△OQT＝
2

1
×1×

2

1
＝

4

1
 

したがって求める面積は
12


－

4

1
cm2 

(ｴ)  

△QFEは EQ：QF＝1： 3 の直角三角形であるから②より△ADP も，PA：AD＝1： 3  

よって PA＝
3

1
＝

3

3
cmである。よって PT＝AT－PA＝1－

3

3
 

三角錐 HDPTの底面を△DPT とすると，求める体積は， 3
1

3

 
−  

 

×1×
2

1
×1×

3

1
＝

6

1
－

18

3
cm3となる。 

 



【問 11】 

右の図で，点 A，B，C，D は，円の周上にあり，AB＝CD である。線分

AC と線分 BDの交点を P，線分 BCの中点をM，直線MPと線分ADの

交点をN とする。 

次の(1)，(2)に答えなさい。   

（山口県 2004年度） 

(1) △ABP≡△DCPであることを証明しなさい。 

(2) MN＝4 cm，BC＝3 cm，AD＝5 cmのとき，△ABPの面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

証明 

(2) cm2 

 

 

 



解答 

(1)  

証明  

△ABP と△DCPで 

仮定から，AB＝DC…① 

弧 ADに対する円周角は等しいから 

∠ABD＝∠DCA 

よって，∠ABP＝∠DCP…② 

また，弧 BCに対する円周角は等しいから 

∠BAC＝∠CDB 

よって，∠BAP＝∠CDP…③ 

①，②，③から 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△ABP≡△DCP 

(2) 
4

15
cm2 

解説 

(2)  

△ABP≡△DCP より PB＝PC 

よって△PBCは二等辺三角形である。 

PMは BCの二等分線だから PM⊥BC 

よって△ABC＝3×4×
2

1
＝6cm2 

また△PBC∽△PDA，BC：DA＝3：5 より 

PC：PA＝3：5 

したがって△ABP＝6×
53

5

＋
＝

4

15
cm2 

 



【問 12】 

AD∥BCの台形 ABCDについて，次の (1)～(3) に答えなさい。   

（徳島県 2004年度） 

(1) 図 1 で，点 A から線分 BD にひいた垂線を，定規とコンパスの両方を

使って，解答用紙に作図しなさい。なお，作図に使った線は消さずに

残しておくこと。定規やコンパスを持っていない場合は，作図の方法

を，文章で書きなさい。  

(2) 図 2のように，AB＝ADのとき，∠Aの二等分線と線分BD，辺BC

との交点をそれぞれ P，Q とする。このとき，△APD≡△QPB であ

ることを証明しなさい。 

(3) 図 3のように，AD＝2 cm，BC＝5 cm，辺 AB，DCの中点をそれ

ぞれ，E，F とする。線分 EF と線分 BD，AC との交点をそれぞれ

G，H，線分ACと線分BD との交点を I とするとき，次の (a)・(b) に

答えなさい。  

(a) 線分 GHの長さを求めなさい。 

(b) 花子さんは，台形 ABCD の面積が，△GHI の面積の何倍になっているか求めようとして，次のように考え

た。 

花子さんの考え 

台形 ABCD の面積も，△GHI の面積も，高さが分かれば，求めることができる。しかし，どち

らの高さも分かっていない。そこで，台形 ABCD の高さを h cm とする。この h を使って，△

GHI の高さを表すことができれば，この問題は解けそうだ。 

この花子さんの考えをもとに，台形 ABCD の面積は，△GHI の面積の何倍になっているか，求めなさ

い。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

 



解答欄 

 

(1) 

 

 

(2) 

（証明） 

(3) 

(a) cm 

(b) 倍 

 

 

 



解答 

(1)  

 
文章記述 

点 Aを中心とする円をかき，直線 BD との交点を P，Q とする。 

2点 P，Qを，それぞれ中心として，2点で交わるような等しい半径の円をかく。 

その交点のうち直線 BDについて点 A と反対側にある点を R とし，半直線 ARをひく。 

(2) 

（証明）  

△APD と△QPBで 

対頂角は等しいから 

∠APD＝∠QPB…① 

AD∥BCで，錯角は等しいから 

∠ADP＝∠QBP…② 

AB＝ADで，APは∠Aの二等分線だから 

DP＝BP……③ 

①，②，③から 

1辺とその両端の角が，それぞれ等しいので 

△APD≡△QPB 

(3)  

(a) 1.5cm  (b) 
9

196
倍 

解説 

(3)   

(a)  

△ABCで中点連結定理より EH＝
2

1
BC＝2.5cm 

また△BADで中点連結定理より，EG＝
2

1
AD＝1cm 

よって GH＝EH－EG＝2.5－1＝1.5cm 

(b)  

台形 ABCD＝(2＋5)×h×
2

1
＝

2

7
h cm2 

また台形 AEFDの高さは
2

h
cm，△GHI∽△DIAで相似比は，2：1.5＝4：3 

つまり高さの比も 4：3 

よって△GHIの高さは
2

h
×

34

3

＋
＝

14

3
h cm 

よって△GHI＝1.5×
14

3
h×

2

1
＝

56

9
h cm2 

したがって
2

7
h÷

56

9
h＝

2

7
×

9

56
＝

9

196
倍 

 



【問 13】 

右の図のように，線分 AB を直径とする半円があり，点 Cは，CA＝CB

となる⌒AB上の点である。∠CABの二等分線をひき，線分 CB との交点を

D，⌒CB との交点を E とし，点 E と点 Bを結ぶ。 

このとき，次の (1) ， (2) の問いに答えなさい。   

（香川県 2004年度） 

(1)  △AEB∽△BED であることを証明せよ。 

(2)  線分 ADの中点を F とする。点 F を通り，線分 ADに垂直な直線をひき，線分 AC との交点を G とすると

き，△AFG≡△BED であることを証明せよ。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

証明 

(2) 

証明 

 

 

 



解答 

(1)  

（証明） 

△AEB と△BEDにおいて 

∠Eは共通 …① 

仮定より 

∠BAE＝∠CAE 

⌒CEに対する円周角は等しいから，∠CAE＝∠CBE ∠CBE＝∠DBEだから 

∠BAE＝∠DBE …② 

①，②より 

2組の角がそれぞれ等しいから 

△AEB∽△BED 

(2)  

（証明） 

点 G と点 Dを結ぶ。 

△GAF と△GDFにおいて 

GFは共通。 

仮定より 

AF＝DF，∠GFA＝∠GFD＝90°…① 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

△GAF≡△GDF 

よって，∠GAF＝∠GDF 

仮定より 

∠GAF＝∠DABだから，∠GDF＝∠DAB 錯角が等しいから 

GD∥AB …② 

△CABにおいて 

②より，GD∥ABだから 

CG：CA＝CD：CB 

仮定より 

CA=CBだから CG=CD  

したがって GA＝CA－CG＝CB－CD＝DB …③ 

△AFG と△BEDにおいて， 

ABは直径だから 

∠AEB＝90°…④ 

∠AEB＝∠DEBだから 

①，④より 

∠GFA＝∠DEB＝90° 

⌒CEに対する円周角は等しいから 

∠GAF＝∠DBE 

③より，GA＝DB 

直角三角形の斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しいから 

△AFG≡△BED 

 



【問 14】 

AB ＝ AC ＝ 13 cm，BC ＝ 10 cm の二等辺三角形 ABC がある。右の図 1

のように，∠BAC の二等分線と辺 BC との交点を D とし，辺 AC の中点を O と

すると，辺 ACを直径とする円Oは点Dを通る。また，円O と辺 AB との点 A以

外の交点を E とし，△OEDをつくる。 

このとき，次の問いに答えなさい。   

（愛媛県 2004年度） 

1 線分 ADの長さを求めよ。 

2 △OCD≡△OEDであることを証明せよ。 

3 線分 AEの長さを求めよ。 

4 右の図 2 のように，点 P が太線で示した⌒AE 上を点 A から点 E まで動くとき，△OPD の面積が最大となる

点 P を解答欄に作図せよ。また，そのときの△OPD の面積を求めよ。ただし，作図に用いた線は消さずに残

しておくこと。 

 

 

 



解答欄 

 

1 cm 

2 

（証明） 

3 cm 

4 

 

cm2 

 

 

 



解答 

１  

12cm 

２  

（証明） 

△OCD と△OEDにおいて 

ODは共通だから 

OD＝OD…① 

OC，OEは円 Oの半径だから 

OC＝OE…② 

仮定から 

∠CAD＝∠EAD…③ 

③と，円周角と中心角の関係から 

∠COD＝∠EOD…④ 

①，②，④で 

2つの三角形は，2辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

△OCD≡△OED 

３ 
13

119
cm   

４ 

 

 
8

169
 cm2 

解説 

１  

二等辺三角形の頂角の二等分線は，底辺を垂直に二等分するから，∠ADB＝90°，BD＝5cm 

△ABDで，AD2＋BD2＝AB2が成り立つから，AD＝ 22 513 － ＝12cm 

３  

BD＝CD＝5cm，2 より，CD＝EDだから，BD＝ED となり 

△DBEは二等辺三角形となり，△DBE∽△ABCである。 

よって，DB：AB＝BE：BC より，BE＝
13

105
＝

13

50
   

AE＝AB－BE＝13－
13

50
＝

13

119
cm 

４  

△OPDで，底辺を OD とすると，高さが最大のときに面積も最大となる。 

高さを最大にするときの点 Pは，点 Oを通り，ODに垂直な直線が円周と交わる点である。 

△OPD＝
2

1
×

2

13
×

2

13
＝

8

169
cm2 

 



【問 15】 

図のように，1辺の長さが 6cmの正三角形 ABCがある。BCの延長上

に点 Dをとり，線分 AD上に AB∥EC となるように点 Eをとる。また，辺

AC上に CE＝CF となるように点 Fをとり，点 B と結ぶ。このとき，次の 

( 1 )・( 2 ) の問いに答えなさい。   

（高知県 2004年度） 

( 1 )  △BCF≡△ACEを証明せよ。 

( 2 )  CD＝6cmのとき，点 B と点 Eを結ぶ線分 BEの長さを求めよ。 

 

 

解答欄 

 

( 1 ) 

【証明】 

△BCF と△ACEにおいて 

ゆえに △BCF≡△ACE 

( 2 ) cm 

 

 

 



解答 

(1) 【証明】 

△BCF と△ACEにおいて 

仮定より，CF＝CE …① 

△ABCは，正三角形だから 

BC＝AC …② 

∠BCF＝∠BAC 

平行線の錯角は等しいから 

∠ACE＝∠BAC  

したがって 

∠BCF＝∠ACE …③ 

①，②，③より 

2辺とその間の角がそれぞれ等しい。 

ゆえに△BCF≡△ACE 

(2) 3 7  cm 

解説 

(2)  

頂点 Aから BCに垂線 AGをおろす。AG2＝62－32＝27 AG＝3 3 cm 

頂点 Eから CDに垂線 EHをおろす。 

AB//EC より，∠ABC＝∠ECD＝60° よって，EC＝3cm 

△ABG∽△ECH より，AB：EC＝AG：EH 6：3＝3 3 ：EH 

EH＝
6

39
＝

2

33
cm 

同様にして，AB：EC＝BG：CH 6：3＝3：CH 

CH＝
6

9
＝

2

3
cm 

△BHEで，三平方の定理より 

BE2＝(6＋
2

3
)2＋(

2

33
)2＝

4

225
＋

4

27
＝

4

252
 BE＝

4

252
＝

2

76
＝3 7 cm 

 



【問 16】 

図 1 ように，円 O の周上に 3 点 A，B，C があり，AB = BC = CA = 6 

cmである。点Aを含まない⌒BC 上（点 B，Cを除く）に点 Dをとり，線分

AD上に BD=AE となる点 Eをとる。 

このとき，次の(1)～(4)の各問いに答えなさい。   

（佐賀県 2004年度 後期） 

(1) △AEC≡△BDCであることを証明しなさい。 

(2) △DCEにおいて，∠DCEの大きさを求めなさい。 

(3) 線分 ADが線分 BCの中点を通るとき，ADの長さを求めなさい。 

(4) 図 2は，図 1において∠CBD=45°となるように点 Dをとったもの

である。このとき，線分 DEの長さを求めなさい。 

 

 

 

 



解答欄 

 

(1) 

 

(2) 度 

(3) cm 

(4) cm 

 

 

 



解答 

(1)  

△AEC と△BDCにおいて 

仮定から 

AC＝BC…①， 

AE＝BD…② 

弧 CDに対する円周角だから 

∠CAE＝∠CBD…③ 

①，②，③より 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△AEC≡△BDC 

(2) 60 度   

(3) 4 3 cm   

(4) 62 cm 

解説 

(2)  

(1)より，∠ACE＝∠BCDだから，∠ACE＋∠ECB＝∠BCD＋∠ECB＝60° 

(3)  

ADは円 Oの直径となるから，△ABDは∠BAD＝30°，∠ABD＝90°の直角三角形となる。 

AB：AD＝ 3 ：2だから，AD＝6×
3

2
＝4 3 cm 

(4)  

∠CBD＝45°より，∠COD＝90°である。 

(3)より，円 Oの直径は 4 3 cmであるから，CO＝DO＝2 3 cm となる。 

△CODは直角二等辺三角形だから，CD＝2 3 × 2 ＝2 6 cm 

(1)，(2)より，△CDEは正三角形だから，DE＝2 6 cm 

 



【問 17】 

下の図のように，1 辺の長さが 10cm の正方形 ABCD があり，こ

の正方形の外側に，正三角形 DCE と直角三角形 ADF（∠ADF＝

90 ）゚をつくる。点 M は辺 AF の中点であり，線分 BF と MD の交点

を P とする。∠AFD＝30°であるとき，次の(1)～(5)の問いに答えな

さい。 

（宮崎県 2004年度） 

(1) 辺 AFの長さを求めなさい。 

(2) ∠BEDの大きさを求めなさい。 

(3) △BCE≡△MDEであることを証明しなさい。 

(4) △MDEの面積を求めなさい。 

(5) 線分MP と PDの長さの比を求めなさい。 

 

 

 



解答欄 

 

(1) AF＝             cm 

(2) ∠BED＝            度 

(3) 

証明 

(4) cm2 

(5) MP：PD＝         ： 

 

 

 



解答 

(1) AF＝20cm  

(2) ∠BED＝45度 

(3)  

（証明） 

△BCE と△MDEにおいて， 

仮定より， 

CE＝DE …① 

ここで，△MADは正三角形なので， 

BC＝MD …② 

また，∠BCE＝90°＋60°＝150° 

∠MDE＝360°－90°－60°×2＝150° 

よって，∠BCE＝∠MDE …③ 

①，②，③より， 

2辺とその間の角がそれぞれ等しいので， 

△BCE≡△MDE 

(4) 25 (cm2)   

(5) MP：PD＝1： 32  

解説 

(1) △AFDは，内角が 30°，60°，90°の直角三角形だから AF＝2AD 

よって 10×2＝20cm 

(2)  

△CEBは CE＝CBの二等辺三角形で∠BCE＝90°＋60°＝150° 

∠CEB＝
2

150180 －
＝15° ∠CED＝60°だから，∠BED＝60°－15°＝45° 

(4)  

(3)より△BCE≡△MDE 

よって，△BCEの面積を求めればよい。 

頂点 Eから BCの延長に垂線 EGをおろす。 

EG2＝CE2－CG2＝102－( 35 )2＝25 よって，EG＝5 

△BCE＝
2

1
×BC×EG＝

2

1
×10×5＝25 

(5)  

AD と BFの交点を Q とすると△ABQ∽△DFQ より 

AQ：DQ＝AB：DF＝10： 310 ＝1： 3  

よって DQ＝ 3 AQ 

点Mから，ADに平行な線をひき FQ との交点を R とすると 

点Mが AFの中点であることからMR＝
2

1
AQ となる。 

また△MPR∽△DPQ より 

MP：PD＝MR：DQ 

2

1
AQ： 3 AQ＝1： 32  

 



【問 18】 

図は，∠BAC＝90°の直角三角形 ABCで，辺 AB，BC，CA

の中点をそれぞれ D，E，F とし，D と E，E と F，F と Dをそれぞ

れ結んだものである。このとき，次の 1～3の問いに答えなさい。   

（鹿児島県 2004年度） 

1 ∠ADF と大きさの等しい角を 1つあげよ。 

2 △DBE≡△FECであることを証明せよ。 

3 AB＝8 cm，AC＝6 cmで，点 Aから辺 BCにひいた垂線と辺 BC との交点を G とするとき，次の(1)，(2)の問

いに答えよ。 

(1) 線分 EGの長さは何 cmか。 

(2) 線分 AG と線分 EF の交点を H とする。線分 EC 上に点 I を，三角形 DBI の面積が四角形 DBEH の面

積に等しくなるようにとる。このとき，線分 BIの長さは何 cmか。 

 

 

解答欄 

 

1  

2 

（証明） 

3 

(1) cm 

(2) cm 

 

 

 



解答 

１  

∠DBE（∠ABC も同じ） または，∠FEC，∠DFE 

２ （証明） 

△DBE と△FECにおいて 

点 Eは辺 BCの中点だから， 

BE＝EC …① 

点 D，Eはそれぞれ辺 BA，BCの中点だから， 

DE∥AC 

平行線の同位角は等しいから， 

∠DEB＝∠FCE…② 

点 E，Fはそれぞれ辺 CB，CAの中点だから， 

EF∥BA 

平行線の同位角は等しいから， 

∠DBE＝∠FEC…③ 

①，②，③より， 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので， 

△DBE≡△FEC 

３  

(1) 
5

7
cm  (2) 

16

115
cm 

解説 

１  

DF∥BC，AB∥FEだから∠ADF＝∠DBE＝∠FEC＝∠DFE 

３  

(1) 

三平方の定理より，BC2＝82＋62＝100だから，BC＝10 

△ACG∽△BCA より，AC：BC＝CG：CA，6：10＝CG：6 

よって，CG＝
5

18
，EG＝EC－CG＝5－

5

18
＝

5

7
 

(2) 

△DBI と四角形 DBEHは，△DBEが共通だから△DEH＝△DEI となればよい。 

つまり DE∥HIのとき△DEH＝△DEI 

△HEG∽△CBA より 

EG：BA＝HE：CB 

5

7
：8＝HE：10だから HE＝

4

7
 

一方HE∥AB，HI∥ACだから△HEI∽△ABC 

EI：BC＝HE：AB より EI：10＝
4

7
：8 

EI＝
16

35
 

よって BI＝BE＋EI＝5＋
16

35
＝

16

115
cm 

 
 


